
藤原宮朝堂院東第六堂の調査
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東第六堂（東から）
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平安宮朝堂院概念図（岸俊男「日本の古代宮都」より）

壌された土馬（奈良時代末頃）

基壇緑の状況（東から）
基壇外周部の瓦堆積（東から）
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藤原宮藤原宮は採統８年(694)から和銅３年(710)まで

の１６年間、持続・文武・元明３代にわたって営まれた宮

殿です。その中心に位置するのが、天皇の空間である

大極殿院、臣下の空間である朝堂院です。これらの空問

には瓦茸きの巨大な建物がそびえ立ち、国家的な政務や儀

式・隻宴の場として使用されました。藤原宿の大極殿や

朝堂院については、戦前に月本占文化研究所（以下、古文

化研）による調査でその所在が確認され、建物の規模や配

置状況が明らかにされています。しかし古文化研の調査は、

柱の想定位置をねらった部分調査であったため、建物構造

の細部など不明な点が少なくありませんでした。そこで奈

良文化財研究所では、1999年以降、面的な再調査をおこ

なっています。

東第六堂その８同目となる今回の調査地は、藤原宮朝

堂院地区にある「縦第六堂」と呼ばれる東西棟建物です。

朝堂院地区は南北.a 320m・東西f12351nに及ぶ広大な空

間で、Ｊ２棟の巨大な朝堂か東西対称に並んでいました。

1司じ12棟であった平安宮では、東第六堂は「康楽堂」と

呼ぱれ、民政・租税徴収をつかさどった民部省・主計

寮・主税寮に属する役人たちの座が設けられていました。

建勧規模古文化研の調査によって、縦第六堂は止面（東

西）12間（１間14尺で約50口：１尺＝約29.5cni)、側面

（南北）４間口間１０尺でJi¦12m)の総柱建物と復元され

　しQ!･し　そ41きI』･えｰ'];1:jllか､tは棟通りに礎石4樹寸掘形ｶ堕在しないことを確認しました。

礎石据付掘形柱位置には、直径約２ｍの穴が掘られ、

雇実から人頭大の石を詰め込み、中央部には礎石の底が安

　　　　　　l,l･.I.定するように根石を二・三重に積み上げています。礎石は

大部分持ち去られていますが、そぱに穴を拙って落とし込

んだ礎石が２個残っていました。

基壇外周部北庇の礎石心より1.8m外恨]で東西方向に径

10～20cmの石が並ぶ場所を２ケ所確認しました。その内

側は周囲に比べて･･段高くなっており、この石の並ぶ筋が

基埴縁となる可能性があります。その外側には幅40～

50cmの、石などのない帯状の部分があり、さらに外側に

は擦敷きが広がっています。

平安期の集落９世紀頃、基墳の高まりを利川して小集

落が形成されていたことが=判明しました。基壇の上に複数

の建物を建て、周囲に塀をめぐらし、外側に溝を設ける、

というものです｡週構図には４棟の建物を表していますが、

他にも小柱穴が多数あり、さらに建物かあったことは間違

いありません。瓦を盛り上げた通路のような高まりも造ら

れており、周囲との往来に使用したと推測できます。

出土遺物大半を占めるのが、東第六堂に葺いた瓦です。

藤原宮の廃絶に伴い建物を解体した時に、再利用できる瓦

は平城宮に運ぱれましたが、それでも基壇外周部にたくさ

んの破損した瓦が捨てられていました。出土量は大型コン

ています。今回、南北３１ｍ・東西６７ｍ余の調査区を設定　テナで3000箱以上にも及びます。軒瓦も≫500点出土し

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こ喘l弓こsう;:･xλ　　　i g･弓へいえいiii
し、2004年10月から発掘調査をおこなっｔきました。そ　ました。その他、皇朝十二銭の６香目の債平永宝｣(延暦

　　　　　　　　iぷ¦;ゆX.　2しらj　　　　　　　　　　　　　L.･らa゛,　　　　l･こil辻xiほ･･)の結果、側面(梁行jの柱間寸法(柱と柱の問の距離)15年〈796〉初鋳)、８番目の[海面昌宝](承和２乍〈835〉の結果、側面（梁行）の柱同寸法（柱と柱の問の距離）

は、身舎の２間が各10尺（約３ｍ）、南北の庇は９尺（約

2.7 m)であることが明らかになりました。また、古文化

研の調査では総柱建物と判断されましたが、今回の調査で

初鋳）や、祭祀遺物である土馬が注目されます。土馬は奈

良時代末頃のもので、脚や首などが折れた状態で約50点

みつかりました。 　　　　(2005年８月)
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